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表1 平成16年分　生殖医学の臨床実施報告

（日本産科婦人科学会　倫理委員会 登録・調査小委員会）

登録施設名  　　

報告者名　   　　　　郵便番号  　　　　　

　　　TEL  　　　　　FAX  　　　　

I．生殖医療（IVF-ET，GIFT，ZIFT等）の実績の有無

（平成16年1月1日～平成16年12月31日の期間）

実施した

実施しなかった

I I．非配偶者間人工授精（AID）の実績の有無

実施した

実施しなかった

I I I．実施総括表

実施した手技について，「表1」「表2」「表3」「表4」「表5」に記入して下さい．

●平成16年1月1日から同年12月31日の間に治療を開始した症例に対する

延べ治療周期数の計
注1：治療周期総数

●この場合，妊娠とは胎囊が確認された症例を指し，妊娠反応のみ陽性の症

例は含まない
注2：妊娠数

●子宮外妊娠では，胎囊が確認されなくても手術で子宮外妊娠の確認，また

は2点のhCGの測定で上昇を認める場合を含む

●多胎のうち1児でも生産したものは生産分娩とする注3：生産分娩数

●多胎のうちすべての児が死産したものとする注4：死産分娩数

●上記の治療によって出生（生産）した児の総数注5：出生児数

●子宮内外同時妊娠のうち22週未満の流産は「子宮外妊娠」とし，流産とは

しない．
注6：子宮外妊娠数

●22週以後は1児でも生産したものは生産分娩とし，すべての児が死産した

ものは死産分娩とする．

●妊娠が確認されたが，妊娠経過を追跡できず，その帰結が不明であるもの注7：妊娠後経過不明数

●平成16年1月1日から同年12月31日の間に授精を行った症例に対する延

べ授精周期数の計
注8：AID周期総数
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表2 新鮮胚（卵）を用いた治療成績〔顕微授精を除く〕

その他：具体名記入
（　　　　　　　　　）

ZIFTGIFTIVF-ET

患者総数

治療周期総数（注1）

採卵総回数

移植総回数

妊娠数（注2）

流産数

子宮外妊娠数（注6）

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数（注3）（注6）

死産分娩数（注4）（注6）

出生児数（注5）

妊娠後経過不明数（注7）

＊「妊娠数＝流産数＋子宮外妊娠数＋生産分娩数＋死産分娩数＋妊娠後経過不明数」となります

表3 顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療成績

その他：具体名記入
（　　　　　　　　　）

卵管内移植子宮腔内移植

その他の採精精子射精精子その他の採精精子射精精子

患者総数

治療周期総数（注1）

採卵総回数

移植総回数

妊娠数（注2）

流産数

子宮外妊娠数（注6）

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数（注3）（注6）

死産分娩数（注4）（注6）

出生児数（注5）

妊娠後経過不明数（注7）

＊「妊娠数＝流産数＋子宮外妊娠数＋生産分娩数＋死産分娩数＋妊娠後経過不明数」となります
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表4 凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績〔顕微授精に

よるものも含む〕

卵管内移植子宮腔内移植

患者総数

治療周期総数（注1）

移植総回数

妊娠数（注2）

流産数

子宮外妊娠数（注6）

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数（注3）（注6）

死産分娩数（注4）（注6）

出生児数（注5）

妊娠後経過不明数（注7）

＊「妊娠数＝流産数＋子宮外妊娠数＋生産分娩数＋死産分娩数＋
妊娠後経過不明数」となります

表5 凍結融解未受精卵を用いた治療成績

その他：具体名記入
（　　　　　　　　　）

顕微授精

卵管内移植子宮腔内移植

その他の採精精子射精精子その他の採精精子射精精子

患者総数

治療周期総数（注1）

移植総回数

妊娠数（注2）

流産数

子宮外妊娠数（注6）

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数（注3）（注6）

死産分娩数（注4）（注6）

出生児数（注5）

妊娠後経過不明数（注7）

＊「妊娠数＝流産数＋子宮外妊娠数＋生産分娩数＋死産分娩数＋妊娠後経過不明数」となります
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表6 非配偶者間人工授精（AID）の治療成績

患者総数

AID周期総数（注6）

妊娠数（注2）

流産数

子宮外妊娠数（注6）

生産分娩数（注3）（注6）

死産分娩数（注4）（注6）

出生児数（注5）

妊娠後経過不明数（注7）

＊「妊娠数＝流産数＋子宮外妊娠数＋生産分娩数＋死産分

娩数＋妊娠後経過不明数」となります

表7 先天異常児の調査（個別調査）

●母体年齢については今回の不妊治療時の年齢．

●治療方法・Assisted hatching・胚盤胞移植・胎児数・児の性・早期新生児予後については該当

する項目に○印をつけてください．

●妊娠予後については該当する項目に○印と週数を記入してください．

●出産年月日，または人工流産日については該当事象が起った年月日を記入してください．

●先天異常名・染色体異常名についてはその診断名を記入してください．

施設患者識別番号

母体年齢

IVF　・　GIFT　・　顕微授精法　・　重複した技術　・　凍結胚（卵）　・

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
治療方法

有　・　無Assisted hatching

有　・　無胚盤胞移植

生産（　　　週）　・　死産（　　　週）　・　自然流産（　　　週）　・

人工流産（ 　　　週）
妊娠の予後

出産年月日，

　または人工流産日

単胎　・　双胎　・　三胎　・　四胎胎児数

男　・　女　・　不明児の性

死亡（　有　・　無　）　・　不明早期新生児予後

先天異常名・

　染色体異常名

����58� 9�� �
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表8 平成16年末の登録施設数と回答率

627登録施設数

620回答施設数

 98.9%回答率

547実施施設数

73実施しなかった施設数

17非配偶者間人工授精実施施設

表9 新鮮胚（卵）を用いた治療による妊娠・分娩例報告施設数（顕微授

精を除く）〔平成16年〕

その他ZIFTGIFTIVF-ET

638543実施施設数

323478妊娠例報告施設数

50.0%66.7%37.5%88.0%実施施設数に対する割合

212442生産分娩例報告施設数

33.3%33.3%25.0%81.4%実施施設数に対する割合

表10 顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療による妊娠・分娩例報告施設数〔平成16年〕

その他
卵管内移植子宮腔内移植

その他の採精精子射精精子その他の採精精子射精精子

8212169342実施施設数

513113296妊娠例報告施設数

62.5%50.0%25.0%66.9%86.5%実施施設数に対する割合

51298280生産分娩例報告施設数

62.5%50.0%16.7%58.0%81.9%実施施設数に対する割合

表11 凍結融解胚（受精卵）を用いた治療による妊

娠・分娩例報告施設数（顕微授精によるものも含

む）〔平成16年〕

卵管内移植子宮腔内移植

3387実施施設数

1297妊娠例報告施設数

33.3%76.7%実施施設数に対する割合

1275生産分娩例報告施設数

33.3%71.1%実施施設数に対する割合
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表12 凍結融解未受精卵を用いた治療による妊娠・分娩例報告施設数

卵管内移植子宮腔内移植

その他の採精精子射精精子その他の採精精子射精精子

00610実施施設数

0023妊娠例報告施設数

33.3%30.0%実施施設数に対する割合

0022生産分娩例報告施設数

33.3%20.0%実施施設数に対する割合

表13 体外受精・胚移植等治療周期数からみた施設数の分布〔平成16年〕

凍結融解未受精卵凍結融解胚顕微授精（新鮮卵）新鮮胚（卵）治療周期

13270167337  1～ 50

1576398 51～100

0213440101～150

0122431151～200

091811201～250

0468251～300

0353301～350

0342351～400

0233401～450

0124451～500

0112501～550

0110551～600

0012601～650

0110651～700

02123701以上

14387342544合計
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表１４ 新鮮胚（卵）を用いた治療成績（顕微授精を除く）〔平成16年〕

合計その他ZIFTGIFTIVF-ET

29,20789197629,023患者総数
41,6191712010041,328治療周期総数
39,6561411810039,397採卵総回数
95.3%82.5%90.0%100.0%95.3%採卵総回数/治療周期総数
29,0901141810028,858移植総回数
8,54218288,514妊娠数
29.4%15.8%11.1%8.0%29.5%移植当たり妊娠率
21.5%12.8%11.1%8.0%21.6%採卵当たり妊娠率
1,8225111,815流産数
21.3%27.8%50.0%12.5%21.3%妊娠当たり流産率
185100184子宮外妊娠数
1,4963021,491多胎妊娠数
1,3873021,382双胎
107000107三胎
20002四胎
00000五胎以上

17.5%16.7%0.0%25.0%17.5%妊娠当たり多胎率
5,57711175,558生産分娩数
19.2%9.6%5.6%7.0%19.3%移植当たり生産率
4500045死産分娩数

6,70913196,686出生児数
913100912妊娠後経過不明数

表１５ 顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療成績〔平成16年〕

合計その他
卵管内移植子宮腔内移植

その他の採精精子射精精子その他の採精精子射精精子

29,582450132142,07026,835患者総数
44,698855102663,01940,548治療周期総数
43,628649102522,89539,822採卵総回数
97.6%75.9%100.0%94.7%95.9%98.2%採卵総回数/治療周期総数
29,946389102422,13327,172移植総回数
7,768943585387,075妊娠数
25.9%24.2%30.0%24.0%25.2%26.0%移植当たり妊娠率
17.8%14.5%30.0%23.0%18.6%17.8%採卵当たり妊娠率
1,718191211031,574流産数
22.1%20.2%33.3%36.2%19.1%22.2%妊娠当たり流産率
1333029119子宮外妊娠数
1,2129010811,112多胎妊娠数
1,1429010761,047双胎
69000564三胎
100001四胎
000000五胎以上

15.6%9.6%0.0%17.2%15.1%15.7%妊娠当たり多胎率
5,004542343794,535生産分娩数
16.7%13.9%20.0%14.0%17.8%16.7%移植当たり生産率
35000134死産分娩数

5,921632444395,373出生児数
878180146813妊娠後経過不明数
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表１６ 凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績（顕微授精によ
るものを含む）〔平成16年〕

合計卵管内移植子宮腔内移植

19,7371819,719患者総数
30,1931930,174治療周期総数
24,3421924,323移植総回数
7,59517,594妊娠数
31.2%5.3%31.2%移植当たり妊娠率
1,76601,766流産数
23.3%0.0%23.3%妊娠当たり流産率
97097子宮外妊娠数
9031902多胎妊娠数
8620862双胎
41140三胎
000四胎
000五胎以上

11.9%100.0%11.9%妊娠当たり多胎率
4,83714,836生産分娩数
19.9%5.3%19.9%移植当たり生産率
18018死産分娩数

5,52925,527出生児数
8770877妊娠後経過不明数

表１７ 凍結融解未受精卵を用いた治療成績〔平成16年〕

合計

顕微授精

その他
卵管内移植子宮腔内移植

その他の採精精子射精精子その他の採精精子射精精子

79000871患者総数
940001183治療周期総数
80000674移植総回数
1100029妊娠数

13.8%0.0%0.0%0.0%33.3%12.2%移植当たり妊娠率
100001流産数

9.1%0.0%0.0%0.0%0.0%11.1%妊娠当たり流産率
000000子宮外妊娠数
100001多胎妊娠数
100001双胎
000000三胎
000000四胎
000000五胎以上

9.1%0.0%0.0%0.0%0.0%11.1%妊娠当たり多胎率
800026生産分娩数

10.0%0.0%0.0%0.0%33.3%8.1%移植当たり生産率
000000死産分娩数
900027出生児数
200002妊娠後経過不明数
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表１８ 非配偶者間人工授精（AID）の
治療成績〔平成16年〕

1,498患者総数
3,994AID周期総数
222妊娠数
25流産数
5子宮外妊娠数
124生産分娩数
0死産分娩数
129出生児数
68妊娠後経過不明数

表19 治療法別出生児数および累積出生児数〔平成16年〕

累積出生児数出生児数治療周期総数

69,0056,70941,619新鮮胚（卵）を用いた治療

23,6525,53830,287凍結胚（卵）を用いた治療＊

43,1005,92144,698顕微授精を用いた治療

135,75718,168116,604合計

＊凍結融解胚を用いた治療成績と凍結融解未受精卵を用いた治療成績の合計
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